


































 2002年 2005年 2008年 2011年 2014年 2017年 
入院患者 34.5 35.3 33.3 32.3 31.3 30.2 
外来患者 223.9 267.5 290.0 287.8 361.1 389.1 
































































時期 主要なうつ病言説 関連する事柄・出来事 
前近代 心身一元論的鬱病観 鬱症（16世紀）、気の留滞論（江戸時代） 
戦前 遺伝性の強調 クレペリンの躁鬱病概念（1901） 
戦後～1980年代 病前性格・状況論 下田「執着気質」、テレンバッハ「メランコリー親和型」 
笠原・木村分類（1975） 



















































































































リワーク 12)やストレスチェック制度 13)の導入が挙げられる。 
 
７．小括―日本のうつ病言説 






























 年齢 性別 精神科診断名 専門職との初接触時期 左の専門職の職種 
Aさん 53歳 男性 うつ病 1998年（40歳） 医師 
Bさん 42歳 男性 うつ病 1989年（20歳） 医師 
Cさん 37歳 男性 うつ病 1996年（22歳） 医師 
Dさん 51歳 女性 うつ病 1992年（32歳） 医師 
Eさん 28歳 男性 双極性障害Ⅱ型 2003年（20歳） 医師 
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